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日露戦争と情報将軍 明石元二郎(18年 7月 号)

明
石
元
二
郎
は
、
私
の
所
属
す
る

「修
猷

偕
行
会
」
（福
岡
県
立
修
猷
館
高
校

・
旧
制

中
学
修
猷
館
卒
業
の
陸
士

・
陸
経
の
者
で
構

成
）
の
会
員
と
し
て
名
簿
の
頭
号
に
掲
載
さ

れ
て
お
る
非
常
に
身
近
か
に
栄
誉
に
も
感
じ

か
つ
心
か
ら
畏
敬
す
る
人
物
で
あ
る
。

私
自
身
軍
隊
、
陸
上
泊
衛
隊
を
通
じ
情
報

畑
を
歩
い
て
き
た
者
と
し
て
、
情
報
将
軍
と

の
偉
名
で
賞
讃
さ
れ
る
明
石
元
二
郎
の
功
績

に
は
格
別
の
興
味
を
も
つ
て
集
め
た
資
料
か

ら
抜
粋
、
編
輯
し
た
こ
の
稿
で
あ
る
。

買
わ
れ
た
語
学
の
才
能
　
　
　
，

陸
軍
大
将
明
石
元
二
郎
は
、
元
治
元
年
８

月
１
日
福
岡
市
に
生
れ
、
明
治
１６
年
陸
軍
士

官
学
校
、
同
２２
年
陸
軍
大
学
校
を
卒
業
し
た

が
陸
士
時
代
か
ら
操
行
は
余
り
良
く
な
か
つ

た
ら
し
く
、
た
だ
語
学
の
能
力
は
高
く
評
価

さ
れ
て
い
た
。
後
の
在
欧
時
代
次
の
エ
ビ

ソ
ー
ド
が
あ
る
。
或
る
パ
ー
テ
イ
で
の
席
上

ド
イ
ツ
武
官
が
仏
語
で
彼
に

「貴
官
は
、
独

語
露
語
を
話
せ
る
か
」
と
聞

い
て
き
た
。

「
い
や
小
官
は
仏
語
以
外
は
で
き
な
い
」
と

答
え
る
と
、
か
の
ド
イ
ツ
武
官
は
ロ
シ
ア
武

官
と
盛
ん
に
機
密
を
談
じ
た
。
両
国
語
に
堪

能
な
明
石
は
そ
の
機
密
話
に
耳
を
そ
ば
だ
て

た
。
（小
森
徳
治
氏
著
『明
石
元
二
郎
』
よ
り
）

こ
の
非
凡
な
語
学
才
能
に
目
を
つ
け
た
参

謀
本
部
は
１
９
０
１
年
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
付

武
官
に
、
翌
年
８
月
に
は
ロ
シ
ア
公
使
館
付

武
官
に
任
命
し
た
。
ま
た
欧
州
各
国
で
の
謀

略
活
動
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
こ
の

語
学
才
能
あ
つ
て
の
こ
と
で
あ
る
。

日
露
戦
争
と
情
報
将
軍

極
束
ア
ジ
ア
の
小
国
で
あ
つ
た
日
本
が
欧

州
超
大
国
ロ
シ
ア
を
撃
ち
破
っ
た
歴
史
的
日

露
戦
争
は
、
ロ
シ
ア
国
内
の
ツ
ア
ー
リ

（皇

帝
）
体
制
を
揺
さ
ぶ
り
、
革

命

へ
の
流
れ
を
加
速
さ
せ
た

痛
打
で
あ

つ
た
。
明
治
の

「情
報
将
軍
」
の
名
で
賛
え

ら
れ
た
明
石
は
欧
州
全
域
を

ま
た
に
か
け
た
軍
事
諜
報
活

動
を
展
開
す
る
と
と
も
に
ロ

シ
ア
国
内
外
で
の
革
命
運
動
を
支
援
し
続
け

た
。
（読
売
新
聞
２０
世
紀
企
画
班
松
岡
宇
直
）

日
露
戦
争
三
大
勝
因

明
石
の
縦
横
無
尽
の
諜
報
活
動
に
対
し
当

時
の
参
謀
本
部
は
こ
の

「
ロ
シ
ア
革
命
の
煽

動
」
は

「奉
天
大
会
戦
」
「
日
本
海
海
戦
」

と
共
に
戦
勝
の
三
本
柱
と
激
賞
し
た
。
ま
た

後
に
特
殊
な
情
報
要
員
を
養
成
し
た
陸
軍
中

野
学
校
の
テ
キ
ス
ト
練
成
要
綱
の

一
節
に
も

「外
な
る
天
業
恢
弘
の
範
を
明
石
大
体
に
と

る
」
と
あ
り
最
大
級
の
賛
辞
と
い
え
る
。

戦
時
特
別
任
務
の
命
課
と
明
石
工
作

の
展
開

日
露
戦
争
の
勃
発
に
伴
い
ロ
シ
ア
公
使
館

は
サ
ン
ク
ト
ベ
テ
ル
ブ
ル
グ
か
ら
中
立
国
ス

エ
ー
デ
ン
に
移
転
、
公
使
館
付
武
官
の
明
石

の
活
動
拠
点
も
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
移
り
、

そ
こ
に
届
い
た
の
が
児
玉
源
太
郎
参
謀
次
長

か
ら
の
戦
時
特
別
任
務
の
命
課
、
い
よ
い
よ

明
石
工
作
の
展
開
。
脂
の
乗
り
き
つ
た
３９
歳

の
時
で
あ
る
。

工
作
資
金
に
つ
い
て

彼
の
謀
略
、
諜
報
等
の
工
作
の
目
標
は
日

露
戦
争
勝
利
の
た
め
ツ
ア
ー
リ
を
継
い
だ
ば

か
り
の
エ
コ
ラ
イ
ニ
世
の
帝
政
の
弱
体
化
、

さ
ら
に
は
打
倒
を
中
心
と
し
て
、
戦
略
的
に

は
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
爆
破
計
画
、
同
鉄
道
の
軍

事
輸
送
力
、
反
体
制
地
下
活
動
家
の
組
織
化

と
欧
州
各
地
の
革
命
分
子
の
大
同
団
結
、
武

装
蜂
起
支
援

（武
器
供
与
）
等
が
あ
り
、
１

９
０
４
年
２
月
の
宣
戦
布
告
か
ら
翌
年
５
月

頃
ま
で
に
活
発
化
し
た
が
こ
れ
ら
の
工
作
資

金
と
し
て
彼
が
参
諜
本
部
に
要
請
し
た
額
は

醐
万
円

（実
際
に
使

っ
た
金
彼
は
７３
万
円
）
、

当
時
の
１００
万
円
は
米
の
価
格
に
比
較
す
る
と

現
在
の
７２
億
円
に
相
当
、
国
家
予
算
額
の
上

で
は
１
２
０
０
億
円
に
当
る
莫
大
な
も
の
で

あ

っ
た
（）
（水
木
揚
氏
著

『動
乱
は
わ
が
掌

中
に
あ
り
」
参
考
）

当
時
ス
イ
ス
の
支
援
者
か
ら
購
入
し
た
武

器
は
小
銃
約
２
万
５０００
丁
、
弾
丸
約
細
万
発
と

膨
大
な
量
に
の
は
っ
た
。
バ
ル
ト
海
、
黒
海

沿
岸
か
ら
の
陸
揚
げ
に
は
困
難
を
極
め
た
よ

う
で
あ
る
。
こ
の
後
モ
ス
ク
ワ
を
中
心
に

コ
ー
カ
サ
ス
、
グ
ル
ジ
ア
か
ら
バ
ル
ト
海
沿

岸
地
区
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
フ
イ
ン
ラ
ン
ド
等

各
地
で
大
規
模
な
武
装
蜂
起
に
よ
る
騒
乱
が

起
き
た
事
実
は
ロ
シ
ア
革
命
の
前
夜
的
な
記

録
と
し
て
残

っ
た
事
件
で
あ
る
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
革
命
家
シ
リ
ヤ
ク
ス

と
の
出
会
い

明
石
に
と
つ
て
天
佑
と
な
つ
た
の
は
フ
イ

ン
ラ
ン
ド
人
革
〈盟
へ
で
元
判
事
、
弁
護
士
で

ロ
シ
ア
政
府
内
部
か
ら
の
崩
壊
を
企
て
た
同

志
コ
ン
ニ
・
シ
リ
ヤ
ク
ス
と
の
知
己
を
得
た

こ
と
で
あ
る
。
１
９
０
４
年
２
月
と
７
月
の

２
回
に
た
り
謀
議
の
機
会
を
つ
く
り
抵
抗
派

の
統

一
戦
線
を
結
成
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
転
覆

へ
の
大
き
な
力
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
あ
る
。
こ
の
２
人
は
よ
き
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
後
の
パ
リ
ー

・
ジ
ユ
ネ
ー
ブ
等
で
の

各
国
同
志
の
糾
合
会
議
の
成
功
を
導

い
た
。

台湾総督時代



(18年 7月号 )

ロ
シ
ア
革
命
の
父
と
い
わ
れ
た
ウ
ラ
ジ
ー
ミ

ル
・
レ
ー
ニ
ン
も
会
議
に
出
席
し
蜂
起
計
画

や
武
器
配
分
の
謀
議
に
参
画
し
た
。

明
石
工
作
と
関
連
の
あ
る
そ
の
他
の
事
件

１
、
僧
ガ
ボ
ン
を
指
導
者
と
し
た
ペ
テ
ル

ブ
ル
グ
で
の
デ
モ
の
発
生
、
多
数
の
死
傷
者

を
出
す
惨
劇
に
発
展

２
、
過
激
組
織

「社
会
革
命
党
」
に
よ
る

内
務
大
臣
等
要
人
暗
殺
の
決
行

３
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
各
地
で
の
勃
発

４
、
黒
海
沿
岸
オ
デ
ッ
サ
で
戦
艦
ポ
チ
ョ

ム
キ
ン
号
の
下
士
官
反
乱
事
件

（０５
年
６
月
）

こ
れ
ら
は
相
関
し
て
次
第
に
ロ
シ
ア
の
継

戦
意
思
を
喪
失
す
る
事
態
に
追
い
こ
ん
だ
。

明
石
の
そ
の
後

０５
年
９
月
に
帰
国
命
令
が
下
り
１１
月
欧
州

を
出
発
、
帰
国
そ
の
後
、
朝
鮮
憲
兵
隊
司
令

官
と
し
て
韓
国
併
合
に
か
か
わ
る
。
次
い
で

参
謀
次
長
を
経
て
大
正
７
年
６
月
台
湾
総
督

に
任
ぜ
ら
れ
直
後
陸
軍
大
将
に
昇
任
、
台
湾

軍
司
令
官
を
兼
務
し
た
が
翌
大
正
８
年
１０
月

５５
歳
の
若
さ
で
病
死
、
男
爵
を
贈
位
さ
れ
る
。

当
時
日
本
は
情
報
に
関
し
弱
体
で
あ
っ
た

が
、
明
石
は
極
め
て
敏
感
な
感
覚
で
情
報
を

収
集
し
、
分
析
し
評
価
し
て
こ
れ
を
活
用
し

て
実
行
活
動
し
た
。
ま
さ
に
明
治
の

「情
報

将
軍
」
を
冠
称
さ
れ
絶
大
の
賞
賛
を
受
け
た

所
以
で
あ
ろ
う
。

ヽ
参
考
　
平
成
１０
年
２
月
１２
日
、
平
成
１６
年

９
月
２４
日
読
売
新
聞
特
集
記
事
。


